
Ｓ
Ｕ
Ｓ

も
量
産
開
始
　

電
子
・
精
密

部
品
向
け

高
強
度
・
高
延
性
ス
テ
ン
レ
ス

﹁
Ｊ
Ｉ
Ｎ
シ
リ

ズ
﹂拡
充

特殊金属エクセル
　
特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル
︵
社
長
・
谷
口
毅
氏
︶
は

独
自
開
発

し
た
世
界
最
高
水
準
の
高
強
度
・
高
延
性
ス
テ
ン
レ
ス
﹁
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
　
Ｊ
Ｉ
Ｎ
シ
リ

ズ
﹂
で

ば
ね
用
ス
テ
ン
レ
ス
と

し
て
最
も
普
及
し
て
い
る
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０
１
へ
の
技
術
展
開
を
完

了
し

﹁
３
０
１
Ｊ
Ｉ
Ｎ
﹂
の
量
産
を
開
始
し
た

降
伏
応
力

︵
Ｙ
Ｓ
︶
１
５
０
０



伸
び
︵
Ｅ
Ｌ
︶

％
︵
実
測
例
︶

と
い
う
従
来
鋼
の
性
能
を
は
る
か
に
超
え
る
新
鋼
種
の
開
発
に

成
功
し
た

電
子
部
品
・
精
密
部
品
用
途
な
ど
で
成
形
性
や
信

頼
性
な
ど
の
改
善
効
果
が
期
待
で
き
る

２
０
２
０
年
は
月
産

５

を
見
込
ん
で
い
る


　
Ｊ
Ｉ
Ｎ
シ
リ

ズ
は


﹁
ロ

リ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・
パ

テ

シ

ニ
ン
グ
﹂

と
呼
ば
れ
る
独
自
の
加
工
・
熱
処
理
技
術
に
よ
り


高
い
強
度
と
高
い
靭
性
を

両
立
さ
せ
た
ス
テ
ン
レ

ス

準
安
定
オ

ス
テ
ナ

イ
ト
系
ス
テ
ン
レ
ス
に
お

い
て

オ

ス
テ
ナ
イ
ト

相
と
マ
ル
テ
ン
サ
イ
ト
相

の
強
度
バ
ラ
ン
ス
の
最
適

化
を
圧
延
・
熱
処
理
工
程

を
通
じ
て
実
現
し
て
い
く

も
の
で

従
来
鋼
で
不
可

能
だ

た
高
強
度
下
で
の

高
い
延
性
を
得
る
こ
と
が

で
き
る


　
特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル
は


年
に
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
６
３
３

︵



４


３


鋼
︶に
同
技
術
を
適
用
し


３
５
０
Ｊ
Ｉ
Ｎ
と
し
て
製

品
化
し
た

こ
の
開
発
に

よ
り

年
に
日
本
金
属
学

会
の
技
術
開
発
賞
を
受
賞

し
て
い
る


　
３
５
０
Ｊ
Ｉ
Ｎ
は
ば
ね

用
途
を
中
心
に
世
界

社

以
上
に
採
用
さ
れ

こ
れ

ま
で
に
１
０
０

以
上
を

出
荷
し
た

特
に
ハ
プ
テ



ク
分
野
︵
モ
バ
イ
ル

端
末
な
ど
触
覚
を
通
じ
た

情
報
伝
達
の
技
術
分
野
︶

で
は
年
１
億
個
以
上
の
部

品
に
用
い
ら
れ

市
場
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い

る


　
特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル
は

ス
テ
ン
レ
ス
の
耐
食
性
向

上
技
術
の
開
発
に
も
取
り

組
み

実
用
段
階
に
入


て
い
る

こ
の
技
術
を
Ｊ

Ｉ
Ｎ
シ
リ

ズ
に
適
用
す

る
こ
と
に
よ
り

耐
食
性

の
面
で
も
従
来
に
な
い
ス

テ
ン
レ
ス
の
製
品
化
が
可

能
に
な
る


　
今
後
も
Ｊ
Ｉ
Ｎ
シ
リ


ズ
の
新
た
な
展
開
・
充
実

を
進
め

顧
客
の
多
様
な

要
望
に
応
え
る
ソ
リ



シ

ン
の
提
案
を
目
指
し

て
い
く

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